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C O N T E N T S

私たち全農グループは、

になります。

生産者と消費者を
安心で結ぶ懸け橋

文化放送㈱のラジオ番組
「くにまる食堂」で
生産者応援を呼びかけ
（11月の毎週月曜日　全４回放送）



輸出拡大に向けた取り組みとして、台湾にて開催された輸出商談会へ参加しました。
台湾は、平成23年の原発事故以降、千葉県からの輸入を禁止（停止）しておりましたが、令和

４年２月に規制が緩和され、条件付きでの輸出が可能となりました。台湾は、日本からの輸出先
としても令和３年で中国・米国に次ぐ第３位と有望で、輸出金額の伸びも大きい市場です。

輸出商談会は、令和５年11月16日（木）に「台
北マリオットホテル」にて実施されました。千
葉県内からは、農林水産物事業者や製造・加工・
販売をしている事業者が14団体、台湾からは現
地で食品を扱う企業約40社が参加しました。

商談会に先駆けて行われた試食交流会では、
熊谷俊人千葉県知事やＪＡグループ千葉ミッ
ション団の林茂壽団長をはじめ、本県から参加
した各団体の代表者出席のもと、商品紹介や食
べ方提案を含めた試食が実施されました。

試食交流会後には個別商談が行われ、ＪＡ全農ちばは米と青果物全般について、事前に申し出
のあった５社を中心に商談を行いました。取扱品目はバイヤーによって異なるものの、特に、展示・
試食を実施した、米（粒すけ）・なし・さつまいもに強い関心が示されました。

商談会以降も取引開始へ向けた前向きな連絡を受けており、継続的に商品提案を実施し、物流
や商流の確立に努めます。

一方で、台湾への輸出に際しては、依然として検疫条件に高いハードルが設けられています。
放射性物質検査、日本と台湾での残留農薬基準の違い、選果梱包施設の登録など、対応に手間と
時間を要する場合があります。

今後も、ＪＡの意向を踏まえ、行政・関連機関と連携し、検疫条件や規制への対応をすすめ、
台湾における輸出拡大につなげます。

台湾の企業へ千葉県産品の美味しさや
安全性をPRする林団長

園 芸 事 業

 

台湾における輸出商談会の
実施結果についてJA全農ちばの取組状況

ブースで商談中の職員 ホテルシェフによる、なし・さつまいもを
使用した料理提案
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営農情報 園芸野菜　病害虫防除情報
１．はじめに

気象庁より12月は平年よりも高い気温となる予報が発表されており、各作物の生育は順調に進むと
思われますが、一方で病害虫も発生しやすい条件となります。

特に施設栽培では夜間の閉め切りによって湿度が高まり、葉かび病・うどんこ病・灰色かび病などの
病害が拡大しやすい環境となります。薬剤防除と合わせて、換気や葉かき後の残さ処分など、耕種的な
対策も実施しましょう。

２．トマト・なす ─ 灰色かび病・うどんこ病   引き続き施設での発生に要注意！
⑴　灰色かび病

灰色かび病は20℃前後の気温と多湿を好みます。夜間、ハウ
スを閉め切る時期は湿度が高くなりがちです。除湿のために天窓
換気、暖房機による早期加温、空運転等を実施するほか、薬剤散
布はなるべく午前中に行い、ハウスを閉め切るまでに薬液が乾く
ようにしましょう。

また、果実に付着した花弁や枯れた葉が残っていると、灰色か
び病の発生源になります。同様に、発病した葉や果実を通路に放
置せず、必ずハウスの外へ持ち出して処分しましょう。

⑵　うどんこ病
トマトやなすなどのナス科作物のうどんこ病には、表生型と内

生型の２種類があります。表生型は植物体の表面に寄生しますが、
内生型は葉の内部にも病原菌が広がるため、防除がより困難にな
ります。内生型は主に葉裏の気孔から侵入するため、薬剤散布の
際は、葉裏まで薬剤がかかるように丁寧に行いましょう。

⑶　薬剤防除　※希釈倍数は登録のうち最大濃度を示している

●トマト　灰色かび病・うどんこ病　防除薬剤
対象病害 FRAC 薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用回数 備考

灰色かび
うどんこ

M7 ベルクートフロアブル 2000

収穫前日
まで

３回以内 予防
7 アフェットフロアブル 2000 ３回以内 予防

9+U13 ショウチノスケフロアブル 2000 ２回以内 予防・治療

灰色かび
12 セイビアーフロアブル20 1000 ３回以内 予防

1+10 ゲッター水和剤 1000 ５回以内 予防・治療

うどんこ
3+U6 パンチョ TF顆粒水和剤 2000 ２回以内 予防・治療

50 プロパティフロアブル 3000 ２回以内 予防・治療

果実に寄生した灰色かび病

葉のうどんこ病の病斑

●なす　灰色かび病・うどんこ病　防除薬剤
対象病害 FRAC 薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用回数 備考

灰色かび
うどんこ

M7 ベルクートフロアブル 2000

収穫前日
まで

３回以内 予防
7 アフェットフロアブル 2000 ３回以内 予防

9+U13 ショウチノスケフロアブル 2000 ２回以内 予防・治療

灰色かび
12 セイビアーフロアブル20 1000 ３回以内 予防

1+10 ゲッター水和剤 1000 ５回以内 予防・治療

うどんこ
3+U6 パンチョ TF顆粒水和剤 2000 ２回以内 予防・治療

50 プロパティフロアブル 3000 ３回以内 予防・治療
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３．レタス ─ 灰色かび病・菌核病
レタスの灰色かび病と菌核病は、ともに冬期の霜や凍害で傷んだ

下葉から発病し、最終的には結球に腐敗を引き起こす病害です。ト
ンネル栽培では結球期前の防除が重要になります。薬剤散布をする
際は、できるだけ株元にも薬剤がかかるようにしましょう。

⑴　灰色かび病
地際に灰色のカビが発生し、のちに結球表面にも進展します。
軟弱な葉の一部には褐変も見られます。乾燥しているときには被害はあまり見られませんが、曇雨

天が続く場合には結球内部および表面に急激に被害が進展する病害です。

⑵　菌核病
地際や葉の裏に綿のような白いカビが発生します。湿度が高いとやがて結球表面にも黒い菌核が発

生し、被害が進展すると結球が腐敗して枯れてしまいます。

⑶　薬剤防除　※希釈倍数は登録のうち最大濃度を示している

菌核病の被害株

●レタス　灰色かび病・菌核病　防除薬剤
対象病害 FRAC 薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用回数 備考

灰色かび病
・菌核病

11
アミスター20フロアブル 2000 収穫７日前 ４回以内 予防・治療

メジャーフロアブル 2000 収穫３日前 ３回以内 予防・治療

7+11 シグナムWDG 1500 収穫７日前 ２回以内 予防・治療

1+10 ゲッター水和剤 1500 収穫７日前 ２回以内 予防・治療

2 ロブラール水和剤 1000 収穫14日前 ３回以内 予防・治療

４．いちご ─ うどんこ病
⑴　うどんこ病

適温は20℃前後で、乾燥と多湿を繰り返すと被害が拡大します。
冬場閉め切っているハウスはうどんこ病の好適な環境になるた

め、多発しやすくなります。ショウチノスケフロアブルやプロパ
ティフロアブルのような治療効果を持つ薬剤は発生前～発生初期
に使用し、予防剤でうどんこ病が低密度の期間を長く保つことが
上手な薬剤の使い方です。

⑵　薬剤防除　※希釈倍数は登録のうち最大濃度を示している

●いちご　うどんこ病　防除薬剤
対象病害 FRAC 薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用回数 備考

うどんこ病

M7 ベルクートフロアブル 2000 収穫前日 ５回以内 予防

7 アフェットフロアブル 2000 収穫前日 ３回以内 予防

9 フルピカフロアブル※ 2000 収穫前日 ３回以内 予防

9・UN ショウチノスケフロアブル※ 2000 収穫前日 ２回以内 予防・治療

50 プロパティフロアブル 3000 収穫前日 ３回以内 予防・治療

4+UN パンチョＴＦ顆粒水和剤 2000 収穫前日 ２回以内 予防・治療
※ショウチノスケフロアブル・フルピカフロアブルは合わせて３回以内（共通成分：メパニピリム）
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メリクロン苗の導入は、いもの早期肥大や形状・皮色・貯蔵性の向上が期待できます。苗を効
率的に増殖しさつまいもの品質向上に努めましょう。また、本年も１月中旬からメリクロン苗の
配布が始まります。まだご注文がお済みでない方はお近くのＪＡへ問い合わせください。

ポット苗 育苗管理
１．育苗床の準備

⑴　ポット苗の届く１か月前を目安に苗床の準備を行いましょう。
⑵　前年につる割れ病などが発生した苗床は太陽熱消毒などの実施が望ましいです。（夏季）
⑶　肥料は窒素・りん酸・加里を㎡当たり20～30g（成分量）入れましょう。
⑷　窒素の半量は緩効性肥料を使いましょう。

２．苗が届いたら…
⑴　生育不良株がないかを確認しましょう。
⑵　赤根を取り除き、直ちにポット苗を定植しましょう。
⑶　定植後はたっぷりと灌水を行いましょう。

３．ポット苗定植後の管理
⑴　活着まではしっかり保温、夜間は状況に応じて保温シートをトンネルの上にかけましょう。
⑵　ハウス内の地温を25～30℃程度で維持しましょう。
⑶　ハウス内の気温は、日中25～30℃、夜間は最低15℃を維持しましょう。
⑷　低温と土壌の乾燥は生育を停滞させ増殖率の低下を招きます（芋の着生など）。
　→保温と灌水（１回の量を減らし回数増やす）をしっかりと行いましょう
⑸　採苗後の追肥（㎡あたり窒素30ｇを目安）で草勢を維持することがポイントです。また、

晴天時はトンネル換気に注意し葉焼けを防止しましょう。

営農情報 さつまいもポット苗育苗と
防除のポイント

◦べにはるか育苗の留意点
「べにはるか」は、「ベニアズマ」に比べ、苗の伸長が遅く節間が短いです。
　→「ベニアズマ」の育苗よりも温度と湿度を高めに管理することが重要です！
　　　（日中の気温を33℃、夜温20℃以上を目安）

育苗中になるべくいもの着生を抑える→苗の伸長が良くなる

夕方の保温は早めに行い夜温の低下を防ぐ（午後３時頃を目安）

べにはるか

ベニアズマ
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11月の販売経過

東京都中央卸売市場の野菜・果実入荷量および単価（11月）

青 果 物

園芸情報 販売経過および情勢

ＪＡ全農ちばの販売状況（11月）
数　　　量 単　　　価 取　扱　額

（ｔ） 前年比（％） （円／㎏） 前年比（％） （百万円） 前年比（％）
野 菜 計 36,325 99 138 106 5,070 105
果 実 計 19 42 1,846 126 34 53
だ い こ ん 11,949 108 66 97 783 105
に ん じ ん 6,458 96 157 141 1,016 135
キ ャ ベ ツ 11,041 98 105 135 1,160 132
ほうれん草 121 95 327 102 40 100
ね ぎ 395 46 479 169 189 78
春 菊 97 109 534 102 52 111
レ タ ス 316 141 179 90 57 126
パ セ リ 23 66 1,269 116 29 77
き ゅ う り 736 113 306 104 225 117
ト マ ト 740 63 413 96 306 60
さつまいも 2,519 99 227 92 573 91
い ち ご 12 46 2,264 126 28 58

数　　　量 単　　　価
（ｔ） 前年比（％） （円／㎏） 前年比（％）

野　　　菜 113,879 98.6 244 106.3 
果　　　実 39,171 94.1 415 114.2 

11月の気温は、寒気の影響を受けにくく、暖かい空気が流れ込んだ時期もあったため、北日本でか
なり高く、東・西日本で高くなりました。

降水量は、低気圧や寒気の影響を受けやすかったため、北日本日本海側の降水量はかなり多くなり
ました。沖縄・奄美では、中国大陸から張り出した高気圧に覆われやすく、低気圧や前線の影響を受
けにくかったため、降水量はかなり少なくなりました。一方、移動性高気圧に覆われやすかったため、
日照時間は西日本日本海側でかなり多く、東・西日本太平洋側で多くなりました。

11月の野菜の入荷量は11万3,879ｔ（前年比98.6%）となりました。
主要品目別では、好天により生育が前進したピーマン（前年比121%）・はくさい（前年比119%）

などは増加しました。一方、高温・干ばつの影響を受けたたまねぎ（前年比78%）・ねぎ（前年比
86%）などが減少しました。

価格は244円/㎏で前年比106.3％となりました。
はくさい50円（前年比80%）は前年を下回ったものの、たまねぎ189円（前年比183%）・ねぎ436

円（前年比163%）・にんじん169円（前年比139%）・キャベツ104円（前年比128%）などは、前年
を上回りました。

11月の果実の入荷量は３万9,171ｔ（前年比94.1%）となりました。このうち、国産果実は、前年
同月に比べて5.5%減の３万6,854ｔ、輸入果実の入荷量は、全体で同年同月に比べて11.6%減の2,316
ｔでした。

国産の主要品目別では、好天により生育が前進した早生みかん、アールスメロン等は増加となりま
したが、高温・干ばつの影響を受けたとちおとめ、柿、ラ・フランス等は減少しました。

国産の価格は415円/㎏（前年比で114.2％）となりました。
次郎323円（前年比172%）、富有374円（前年比139%）、早生ふじ（前年比136%）、平核無369円

（前年比135%）等は前年を上回りましたが、くり974円（前年比97%）等は前年を下回りました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 ※数値は何れも東京都中央卸売市場統計データによる
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月主要品目
作付動向・作柄状況

見通し基準（前年対比）
多・高

やや多・やや高
並

やや少・やや安
少・安

＋ 10％以上
＋５％～ 10％

±５％以内
－５％～ 10％
－ 10％以上

入荷量・価格は
東京都中央卸売
市場の集計です

12

品　　名
入荷量（t） 単価（円／㎏）

主産地 作 柄 お よ び 概 況
当年見通し 前年実績 当年見通し 前年実績

キ ャ ベ ツ 並 13,335 並 69

愛 知 
千 葉 
茨 城 
神奈川

各産地の生育は概ね順調で前年並みの出荷と
なる見込み。中旬は厳しい販売展開が予想さ
れるが、気温の低下に伴い出荷量は落ち着き、
年末には価格浮上となる見込み。

だ い こ ん 並 10,979 並 66 千 葉 
神奈川

11月に入っても温暖な気候が続き、千葉・神
奈川ともに生育は順調で出荷量も前年並みに
潤沢な見込み。価格は出荷量も多く販売環境
が厳しかった前年並みの見込み。

に ん じ ん 並 8,591 並 118 千 葉

好天の影響から生育・肥大ともに順調で出荷量
は前年並みの見込み。販売は前半までは厳し
く、後半は年末需要に向けて荷動きが活発化し、
前年並みの販売となる見込み。

ト マ ト 並 4,545 並 412
熊 本 
愛 知 
栃 木

各産地とも高温の影響を受けた段の収穫を終
え、着果も安定していることから年内に出荷
のピークとなる見込み。前年同様潤沢な出荷
となり価格も前年並みの見込み。

き ゅ う り 多 3,887 安 496
宮 崎 
千 葉 
高 知

気温高で推移しているため西南暖地・千葉産
越冬作の生育は順調。入荷は少なかった前年
を上回る。年末にかけて引き合いは高まるも価
格は高値となった前年を下回る見込み。

ね ぎ やや少 6,013 やや高 292 千 葉 
茨 城

関東産は高温・干ばつの影響での生育遅れか
ら、出荷量は前年を下回る見込み。入荷量が
少なく、後半は年末需要にむけて引合いが強
いため、価格は前年をやや上回る見込み。

ほ う れ ん 草 並 1,609 並 455 群 馬 
茨 城

11月後半より出荷増加の反動で数量が減少し
ていたが、12月中旬より回復する見込み。価
格は需要が高まる年末にかけて強めの販売展
開となる見込み。

パ セ リ やや少 63 やや高 1,273 千 葉

生育は回復傾向にあるものの出荷量は少なく、
潤沢であった前年を下回る見込み。静岡の生
育も遅れており全体量が少ない予想のため、
価格は前年を上回る見込み。

春 菊 やや多 321 並 849
千 葉 
茨 城 
群 馬

各産地ともに生育は順調で前年を上回る潤沢
な出荷となる見込み。暖冬予報から鍋需要の
低下等、厳しい販売環境が予想されるが、価
格は前年並みの見込み。

レ タ ス やや少 5,483 並 167
静 岡 
長 崎 
茨 城

西南暖地は適度な降雨と気温高で生育は回復
傾向だが、作付減により出荷量は前年をやや
下回る見込み。販売は野菜全般で入荷量が多
く、前年並みの価格となる見込み。

さ つ ま い も 多 4,004 やや安 269 千 葉 
茨 城

各産地の作柄は概ね良好で出荷量は回復。新
規産地の出回りも増えたことから、総体的には
前年を上回る入荷見込み。気温低下により需要
は高まるが、価格は前年をやや下回る見込み。

い ち ご やや少 2,371 やや高 2,281 栃 木

夏場の高温により定植が遅れたことから、出
荷量は前年を下回る見込み。出回りが少なく、
クリスマス・年末需要期に向けて絶対量が不
足することから、価格は前年を上回る見込み。

66

月刊アグリ情報“ちば”令和５年12月15日発行（毎月１回15日）通巻第162号

園
芸
情
報



◆11月の販売経過【切花】
11月は、高冷産地から暖地への移行時期となるものの、本年は夏の猛暑および秋にかけての気温高の

影響により、品薄傾向となる品目が多く不安定な入荷となりました。
販売については、量販・小売店では10月中旬まで続いた品薄単価高と物価上昇の影響による買い控え

から、鈍い荷動きが続きました。下旬になると、輪菊等一部品目が出荷減少となったことから価格は上
向きましたが、チューリップやラナンキュラスといった冬春品目については、気温が平年高で推移した
ことから、季節感や花保ち面で需要が低く、厳しい販売となりました。業務用需要においては、葬儀は
概ね例年並みの動きとなり、婚礼についても秋のブライダル商戦により需要はあったものの、昨年と比
較すると件数が減少傾向であったため、荷動きについても昨年より鈍くなりました。

◆今後の見通し（１月）【切花】
　全国的に、天候による生育への影響が懸念され、夏の猛暑により生育に遅れがみられる品目や、暖冬
により生育前進となる品目が散見され、国産品は不安定な出荷となる見込みです。また輸入についても、
為替の影響次第ではあるものの、数量過多となる可能性は低いため、入荷量は平年を下回る見込みです。
　販売については、例年同様、上旬は成人式や新年のイベント等で洋花中心に需要は高ま
るものの、それ以降は大きな需要もないため、中旬以降は鈍い荷動きになると予想されます。

◆今後の見通し（１月）【品目別】

品　　名 作 柄 お よ び 概 況

ス ト ッ ク

千葉・山形を中心とした出荷。 
例年であれば千葉中心の出荷となるものの、本年は、夏秋にかけての高温によ
り生育が遅れていた山形県産の出荷が１月でも残る可能性があり、入荷量は平
年を上回る見込み。
業務需要中心の販売。　

カ ラ ー
千葉・愛知・福岡を中心とした出荷。
各産地、作付量は概ね例年並みとなっているものの、輸入品に関しては為替の
影響からやや不安定な入荷となる見込み。
成人式やブライダル等業務中心の販売。

ア イ リ ス
千葉を中心とした出荷。
作付量は前年並みとなっており、また現状では大きな生育不良もみられないこ
とから入荷量も前年並みとなる見込み。
正月・仏花・稽古需要を中心とした販売。

カーネーション
宮城・千葉・愛知・長崎を中心とした出荷。
国産の西南暖地は品質が安定する時期であるものの、各産地、生産コストの上
昇から加温を節約することが懸念されるため、だらだら出荷となる見込み。 
葬儀等の業務需要中心の販売。

キ ン セ ン カ

千葉を中心とした出荷。 
例年、冷え込みの影響から出荷が安定しない時期となる。本年は暖冬予報では
あるものの、作付量は年々減少傾向となっているため、入荷量は平年を下回る
見込み。
仏花需要中心の動き。

花　販売情勢
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米 穀 ・ 特 産 情 勢米穀・特産
情報

１．令和５年産米の農産物検査結果（10月末現在・速報値）について（農林水産省　
12月１日公表）

⑴　検査数量
全国の10月31日現

在の水稲うるち玄米
の 検 査 数 量 は、328
万3,164トン（前年産
同期比99.5％）、飼料
用玄米は、43万8,065
トン（前年産同期比
95.8％）となってい
ます。水稲の作付面
積減少に伴い令和５
年産検査総量も減少
傾向にあります。

このうち、千葉県の10月31日現在の水稲うるち玄米の検査数量は、14万5,879トン（前年同期比
104.2％）、飼料用玄米は、５万6,843トン（前年産同期比96.4％）となっています。飼料用米は作
付減少に伴い検査数が減少していますが、作柄の上振れ等の影響により、本県の検査総量は前年より
増加しています。

⑵　品質概況
令和５年産水稲うるち

玄米の１等比率は全国
で61.3％となっており、
79.4％だった前年産同
時期を大幅に下回ってい
ます。猛暑の影響により、
形質や整粒不足による落
等が増加しています。

一方で千葉県産うるち
玄米の１等比率は87.8％と全国平均を上回り推移しています。出穂期前後の日照条件が良好だった
ことや、他産地より登熟期間の夜温が低かったことが大幅な品質低下を抑止したものと考えられます
が、次年産以降も引き続き基本栽培技術を励行し、気象変動に負けない米作りを実践しましょう。

２．千葉県の令和６年産主食用米の生産目安の決定について
千葉県農業再生協議会は、11月21日に令和６年産主食用米の生産目安を令和５年産米と同じ25万

1,207ｔに決定しました。千葉県の令和６年産米生産目安については、農林水産省より示された「米穀
の需給および価格の安定に関する基本指針」の令和６年産主食用米等生産量669万ｔに対し、本県の需
要実績シェアを乗じた値に、需要減などを背景とした民間在庫量の増加を考慮する検討が行われました。

その結果、令和４、５年産で水田活用米穀の作付転換が維持されたことにより、さらなる深堀はせず
令和５年産と同数量の生産目安となりました。

改善に向かっている需給環境を定着させるため、令和６年産米の作付けにおいても引き続き飼料用米
等への作付転換を維持することが必要です。

【図表１】令和５年産米の農産物検査結果（10月31日現在・速報値）
（単位：トン）

令和 5 年産米
検査数量①

令和 4 年産米
検査数量②

前年産比
① / ②

前年産差
①－②

全
国

水稲うるち玄米 3,283,164 3,299,023 99.5% 171,727
飼料用玄米 438,065 457,206 95.8% △ 19,141

千　

葉　

県

水稲うるち玄米 145,879 139,891 104.2％ 5,988
コシヒカリ 68,935 68,193 101.0％ 742
ふさおとめ 18,250 18,610 98.0％ △ 360
ふさこがね 40,121 36,286 110.5％ 3,835
粒すけ 7,533 6,662 113.0％ 871
飼料用玄米 56,843 58,937 96.4％ △ 2,094

【図表２】令和５年産水稲うるち玄米の農産物検査結果（10月31日現在・速報値）
（単位：トン、％）

検査数総数
等級比率

１等 ２等 ３等 規格外
合　　計 3,283,085 61.3％ 30.5％ 7.1％ 1.1％
千　　葉 145,879 87.8％ 10.9％ 0.9％ 0.4％
ふさおとめ 18,250 92.2％ 6.9％ 0.6％ 0.2％
ふさこがね 40,121 89.8％ 9.2％ 0.9％ 0.2％
コシヒカリ 68,935 86.9％ 12.1％ 0.8％ 0.2％
粒 す け 7,533 83.9％ 14.2％ 1.3％ 0.7％
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３． 落花生出荷契約の全量出荷にご協力ください
落花生の集荷は最盛期を迎えており、安定的な販売を図るために

は集荷数量の確保が重要です。そのために出荷契約数量の全量出荷
へのご協力をお願いします。

なお、出荷契約未締結の方の出荷も受け付けておりますので、最
寄りのＪＡへご相談ください。

ＪＡグループへの出荷にご理解・ご協力をお願い申しあげます。

【図表３】令和６年産米における地域農業再生協議会等別の生産目安
６年産米 ６年産米

生産目安 生産実績 生産目安 生産目安 生産実績 生産目安

（トン） （トン） （トン） （ha） （ha） （ha） （kg/10a）

千 葉 県 251,207 255,100 251,207 46,177 45,800 46,177 544

千 葉 市 農 業 再 生 協 議 会 4,179.2 3,116 4,179.2 806.8 601.5 808.4 517

習 志 野 市 農 業 再 生 協 議 会 10.7 11 10.7 2.2 2.2 2.2 489

市 原 市 農 業 再 生 協 議 会 16,221.0 10,455 16,221.0 3,078.0 1,983.9 3,083.8 526

八 千 代 市 農 業 再 生 協 議 会 1,952.0 1,481 1,952.0 382.0 289.9 382.7 510

市 川 市 28.8 29 28.8 6.7 6.6 6.7 431

船 橋 市 658.3 465 658.3 139.5 98.5 139.8 471

松 戸 市 349.7 337 349.7 76.7 73.9 77.2 453

野 田 市 農 業 再 生 協 議 会 4,369.6 3,627 4,369.6 860.2 714.0 860.2 508

柏 市 農 業 再 生 協 議 会 4,347.0 4,504 4,347.0 850.7 881.5 854.0 509

流 山 市 619.8 457 619.8 124.0 91.4 124.5 498

我 孫 子 市 農 業 再 生 協 議 会 2,800.9 2,841 2,800.9 536.6 544.3 538.6 520

成 田 市 農 業 再 生 協 議 会 12,063.3 10,265 12,063.3 2,217.5 1,886.9 2,225.7 542

佐倉市地域農業再生協議会 4,991.8 4,836 4,991.8 929.6 900.5 933.0 535

四街道市地域農業再生協議会 912.8 646 912.8 174.9 123.7 175.5 520

八街市地域農業再生協議会 508.4 350 508.4 102.5 70.6 103.1 493

印 西 市 農 業 再 生 協 議 会 10,798.9 9,834 10,798.9 2,014.7 1,834.7 2,026.1 533

白井市地域農業再生協議会 1,300.0 1,020 1,300.0 252.4 198.0 253.4 513

富里市地域農業再生協議会 937.3 844 937.3 185.6 167.2 186.3 503

酒々井町地域農業再生協議会 903.8 1,164 903.8 168.6 217.2 169.6 533

栄 町 農 業 再 生 協 議 会 4,570.5 4,791 4,570.5 838.6 879.1 843.3 542

香 取 市 農 業 再 生 協 議 会 23,311.7 26,640 23,311.7 4,097.0 4,681.9 4,089.8 570

神 崎 町 農 業 再 生 協 議 会 2,245.5 1,536 2,245.5 398.1 272.3 398.1 564

多 古 町 農 業 再 生 協 議 会 5,307.2 6,468 5,307.2 944.3 1,150.9 944.3 562

東 庄 町 農 業 再 生 協 議 会 4,198.6 3,697 4,198.6 737.9 649.8 736.6 570

銚 子 地 域 農 業 再 生 協 議 会 2,907.8 1,689 2,907.8 522.0 303.2 523.0 556

旭 市 農 業 再 生 協 議 会 12,671.5 14,354 12,671.5 2,199.9 2,492.0 2,196.1 577

匝 瑳 市 農 業 再 生 協 議 会 10,249.5 11,469 10,249.5 1,776.3 1,987.7 1,773.3 578

東金市地域農業再生協議会 8,352.7 7,944 8,352.7 1,486.2 1,413.5 1,486.2 562

山 武 市 農 業 再 生 協 議 会 9,762.2 9,933 9,762.2 1,730.9 1,761.2 1,730.9 564

大網白里市農業再生協議会 5,283.8 6,568 5,283.8 935.2 1,162.4 933.5 566

九十九里町農業再生協議会 2,367.9 2,646 2,367.9 419.8 469.1 419.8 564

芝 山 町 農 業 再 生 協 議 会 1,986.9 1,950 1,986.9 363.2 356.4 363.2 547

横 芝 光 町 農 業 再 生 協 議 会 6,668.6 8,328 6,668.6 1,180.3 1,473.9 1,178.2 566

茂原市地域農業再生協議会 7,059.4 6,274 7,059.4 1,276.6 1,134.6 1,276.6 553

一宮町地域農業再生協議会 1,337.9 1,219 1,337.9 242.8 221.2 242.8 551

睦 沢 町 農 業 再 生 協 議 会 2,504.5 2,028 2,504.5 468.1 379.0 467.3 536

長 生 村 農 業 再 生 協 議 会 2,624.3 2,953 2,624.3 473.7 533.1 472.8 555

白子町地域農業再生協議会 2,575.3 3,124 2,575.3 464.0 562.9 463.2 556

長 柄 町 農 業 再 生 協 議 会 1,982.0 1,317 1,982.0 369.8 245.8 369.8 536

長 南 町 農 業 再 生 協 議 会 3,792.2 2,559 3,792.2 698.4 471.3 698.4 543

勝 浦 市 農 業 再 生 協 議 会 2,336.8 1,093 2,336.8 456.4 213.4 454.6 514

い す み 市 農 業 再 生 協 議 会 10,303.8 7,850 10,303.8 1,925.9 1,467.2 1,918.8 537

大 多 喜 町 農 業 再 生 協 議 会 3,014.9 2,153 3,014.9 588.8 420.6 586.6 514

御 宿 町 農 業 再 生 協 議 会 510.3 268 510.3 97.4 51.1 97.2 525

館山市地域農業再生協議会 4,155.2 2,894 4,155.2 811.6 565.2 808.4 514

鴨 川 市 農 業 再 生 協 議 会 6,598.4 5,073 6,598.4 1,268.9 975.6 1,266.5 521

南 房 総 市 農 業 再 生 協 議 会 7,115.8 3,529 7,115.8 1,400.7 694.7 1,395.3 510

鋸南町地域農業再生協議会 865.7 535 865.7 174.5 107.9 174.2 497

木更津市地域農業再生協議会 6,412.5 4,229 6,412.5 1,191.9 786.0 1,189.7 539

君 津 市 農 業 再 生 協 議 会 9,532.1 7,611 9,532.1 1,778.4 1,419.9 1,775.1 537

富 津 市 農 業 再 生 協 議 会 5,343.8 4,647 5,343.8 1,015.9 883.4 1,014.0 527

袖ケ浦市地域農業再生協議会 5,304.9 4,492 5,304.9 929.1 786.7 927.4 572

県 段 階 に お け る 保 留 0.0 0.0 11.2

令和６年産米における地域農業再生協議会等別の生産目安

令和５年１１月２１日

千葉県農業再生協議会

地 域 農 業 再 生 協 議 会 等

数　量 面　積 

５年産米 ５年産米
６年産米に
おける地域の
合理的な単収

注１ ５年産米の市町村又は地域農業再生協議会別の生産実績（数量）は、同生産実績（面積）に５年産米における地域の合理的な単収を乗じて算出した推計値。

注２ ５年産米の市町村又は地域農業再生協議会別の生産実績（面積）は、市町村又は地域農業再生協議会が把握した面積であり、その合計は国統計部が

公表する５年産の千葉県の主食用米作付面積とは異なる。
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　　　片倉コープアグリ株式会社　URL：https://www.katakuraco-op.com

ペーストと密苗は相性抜群！肥料情報

詳しい使い方については千葉県指導機関またはＪＡにお問い合わせください

品　　　　名
保 証 成 分

特　　　徴
Ｎ Ｐ Ｋ

ネオペースト １号 12 12 12 水平型肥料、有機約30％入り、全品種対応

ネオペースト ２号 10 16 12 山型肥料、有機約30％入り、コシヒカリ向け

ネオペースト SR 502 15 10 12 緩効性チッソ40％入り　２段施肥機で穂肥省力可能

ネオペースト SR 588 15 ８ ８
緩効性チッソ50％入り

てまいらずペースト 14 ８ ８

まろやかＬペースト 15 ８ ８ 低コストＬ型肥料

フレーバーペースト 7 3 4 有機態チッソ50％（特別栽培等対応）

ペースト肥料　銘柄一覧

ペ
ー
ス
ト
肥
料
の
特
徴

１
．
土
壌
中
で
拡
散
し
に
く
く
養
分
吸
収
の
良
い

ソ
ー
ス
状
肥
料
で
す
。

２
．
専
用
ポ
ン
プ
付
き
田
植
え
機
で
、
正
確
な
田

植
え
同
時
側
条
施
肥
が
可
能
で
す
。

３
．
二
段
施
肥
に
よ
り
、
気
温
に
左
右
さ
れ
に
く

い
安
定
し
た
肥
効
発
現
が
期
待
で
き
ま
す
。

有効茎を早期に確保
根圏近くに施肥することで活着、初期生育良好。

また、田面のアオミドロの発生も少ない。

雨天時でも作業可能
天候に左右されないため、計画的な田植えができる。

「
ペ
ー
ス
ト
」×「
密
苗
」の

メ
リ
ッ
ト

　

ペ
ー
ス
ト
は
根
の
近
く
に
側
条
施
肥
す
る
の
で
、

有
効
茎
の
早
期
確
保
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

密
苗
は
通
常
の
苗
に
比
べ
移
植
が
早
く
稚
苗
で

植
え
付
け
る
た
め
、
初
期
の
活
着
が
重
要
に
な
り
、

ペ
ー
ス
ト
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
初
期
生
育
を

し
っ
か
り
と
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

環境にやさしい
ノンプラスチック肥料

深層施肥で追肥の省略が可能
２段施肥田植え機使用で

穂肥の省力が可能！

慣行区 ペースト区

ポンプ補給で省力化
大型規格タンク、ポンプ使用により

田植え機に直接補給ができる。

参考 ペースト肥料のご紹介

適度な粘性を有するので、
土壌中での拡散・流亡が少ない。
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TOPICSTOPICS

房総ポーク販売促進協議会は、房総ポークの肉質や食味の確認、更なる銘柄知名度

の向上を目指すため枝肉研修会を開催しました。

研修会は三部構成となっており、10月25日（水）に開催した第一部では、（公社）日本食肉格付

協会に枝肉の格付審査、講評をしていただき、どの枝肉も外観・肉質ともに良いという評価となり

ました。その中でも特に肉質の優れていた㈱青柳ファームの枝肉を第二部、第三部で活用しました。

第二部では、11月３日（金）に開催された令和５年度

千葉県畜産フェアで焼肉の試食販売を行いました。消費

者の皆さまからは、おいしいと大好評で、再購入される

方もいました。また、併せてアンケートをおこない、房

総ポークの知名度や豚肉の購入動機等を調査しました。

11月９日（木）には第三部として、全農のお肉工房印

西店にて生産者や

関係団体としゃぶ

しゃぶを試食し、房

総ポークの特徴である「あっさりした旨味のある味わい」を

確認しました。また、全農のお肉工房の売場視察や、店舗ス

タッフとの交流をはかりました。　

房総ポーク販売促進協議会は今後もおいしい豚肉を食卓に

お届けするべく精進してまいりますので、お見かけの際はぜ

ひご賞味ください。

房総ポーク枝肉研修会開催！

枝肉研修会の様子枝肉研修会の様子

畜産フェアの様子畜産フェアの様子

試食会で使用したお肉試食会で使用したお肉

㈱青柳ファーム
代表と、肉質１位
と評された枝肉
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ＪＡ全農ちばは、

11月25日（土）、26日

（日）にＪＡ全農青果センター

㈱の協力のもと、近畿エリア

で展開する大手スーパーマー

ケット㈱万代にて千葉県フェ

アを開催しました。毎年秋冬

野菜の出荷が本格化するこの

時期に大規模なフェアを開催

していますが、この数年は新

たな販路拡大と認知度向上を

目的に、近畿圏にてフェアを

開催しています。

店舗の商品棚ではだいこんやキャベツなど千葉を代表する野菜が山盛りに積まれていて、インパ

クトのある売り場が作られていました。また、昨年まで実施できていなかった試食も再開し、実際

に千葉の野菜を食べたうえで、購入されるお客さまも多数いました。

引き続き、ＪＡ全農ちばは、千葉県産の美味しい野菜を知って、買って、食べていただけるよう、

近畿圏でのフェアを継続してまいります。

TOPICSTOPICS 近畿エリアにて千葉県産フェアを開催！

迫力のある売り場作りで多くの方の目を引いていました迫力のある売り場作りで多くの方の目を引いていました

12月の千葉県産フェア実施店舗一覧

12/１(金) Odakyo OX4店舗（相模大野店、新百合ヶ丘店、経堂店、玉川学園店）

12/２(土）、３(日) コモディイイダ５店舗（安行店、東川口店、川口リブレ店、西川口店、小菅店）

12/２(土)、３(日)、
９(土)10(日)

ベルクス２店舗（足立東和店、草加松原店）

12/2(土) 東急ストア１店舗（柏の葉店）

12/6(水) 京王ストア26店舗

12/8(金)～10(日)
イオン近畿86店舗

（草津店、高の原店、大阪ドーム店、堺鉄砲町店、大日店、四條畷店、
姫路大津店、伊丹昆陽店、橿原店、大和郡山店など）

12/9(土) 京王ストア１店舗（多摩境店）

12/9(土)、10(日) ロピア１店舗（松戸店）
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株式会社JAエネルギー千葉

成田　☎0479-75-1580 　柏　　☎04-7197-2130
君津　☎0439-35-3363 　安房　☎0470-40-4155

TOPICSTOPICS 千葉県産農畜産物を買って・食べて！
職員がラジオ番組で生産者応援を呼びかけ

ＪＡ全農ちばは、11月６日（月）、13日（月）、20

日（月）、27日（月）に文化放送㈱のラジオ番組「くにま

る食堂」に出演し、生産資材や原料価格の高騰による生産者の

生産現場の現状を消費者に伝えるとともに、千葉県産農畜産物

の認知度向上と消費拡大を目指してＰＲしました。

番組パーソナリティの野村邦
くにまる

丸さんとＪＡ全農ちば職員の対

話形式で収録を行い、リスナーにそれぞれの県産農畜産物の魅力を余すことなく伝えました。更に、

現在の生産者を取り巻く厳しい現状と、それに伴う適正価格での販売についても理解していただけ

るよう語り掛け、県産農畜産物を買って・食べていただくことでの生産者応援を呼びかけました。

ＪＡ全農ちばは、今後も生産者を取り巻く状況について、消費者への理解醸成に向けた情報発信

に取り組んでまいります。

放送内容
放送日 内　容

11月 6 日 粒すけ

11月13日 落花生

11月20日 房総ポーク

11月27日 秋冬野菜

収録後、「粒すけ」を持った邦
くにまる

丸さん
と、職員との記念写真。
中央のポスター３点は、いずれも
生産者の現状を伝える内容です。

1313

月刊アグリ情報“ちば”令和５年12月15日発行（毎月１回15日）通巻第162号

お
知
ら
せ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ



  作 り 方  

❶ 合いびき肉に、みじん切りにしたたまねぎ・塩・こしょうを加えてよくねる。

❷ キャベツをみじん切りにして塩もみをし、水分を絞ってから①に加えて混ぜ合わせる。

❸ ②を好きな大きさに丸め、薄力粉⇒溶き卵⇒パン粉の順につける。

❹ 160度の油で③を揚げる。

❺ トマトのヘタと種を取り、みじん切りにする。

❻ たまねぎはみじん切りにして塩もみをして水分を絞っておく。

❼ ⑤・⑥・パセリのみじん切り・オリーブオイル・塩・こしょうを混ぜ合わせる。

❽ ④を⑦につけて食べる。

※トマトソースの他にとんかつソースでも美味しく召し上がれます。

レシピページ

その他のＪＡ全農ちばオリジナルレシピはこちらからご覧いただけます。

🔔ＪＡ全農ちば　ハラペコさんに贈るいちば
4 4

んレシピ🔔
https://www.zennoh.or.jp/cb/product/recipe/

  材料（３～４人分）  
◦合いびき肉 ………… 200ｇ
◦キャベツ …………… 150ｇ
◦たまねぎ …………… 1/4個
◦塩・こしょう ……… 適量
◦薄力粉 ……………… 適量
◦溶き卵 ……………… 適量
◦パン粉 ……………… 適量
◦揚げ油 ……………… 適量

●トマトソース
◦トマト ………………１個
◦たまねぎ …………… 1/4個
◦パセリ ……………… 適量
◦塩・こしょう ……… 適量
◦オリーブオイル …… 小さじ２

キャベツ入りメンチカツ、
トマトソース
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アグリ情報“ちば”に係る
個人情報の取り扱いについて
　組合員の皆さまからご提供いただきました個人情
報は、「アグリ情報“ちば”」送付の目的にのみ使用
いたします。

発行／全国農業協同組合連合会千葉県本部　令和５年12月15日発行（毎月１回15日発行）　通巻第162号
編集・発行部署／管理部　総合企画課　〒260-0031　千葉市中央区新千葉３－２－６　電話043－245－7360　FAX043－247－9715

お知らせ
　ＪＡ全農ちばは、「アグリ情報“ちば”」が生産者の
皆さまとの情報交換の場となるよう努めて参ります。
　身近な話題、ご意見、ご要望などございましたら、
下記連絡先までお寄せください。

JA全農が提供するラジオ番組

JA全農ちば
公式Instagram

JA全農ちば
公式HP

13:00～13:55 毎週土 生放送
全国の農畜産物をプレゼントします。

23:00～23:06 毎週木
農業について一緒に楽しく学びましょう。

15:50～16:00 毎週木
生産者の声や開発の道のりなど商品の魅力を紹介します。

野菜・果物・お肉・農産物加工品・海の幸・お花等様々な
商品を取り揃えております。
※御電話での注文は承っておりません、ご了承ください。

https://www.ja-town.com/shop/c/c3401/

＼ほんの一例です／

ＪＡタウン “ＪＡ全農ちば 愛情
いちばん館 ” では、産地自慢
の「ちばの味」を全国へ産地
直送でお届けしています。
贈り物やご自宅用に是非ご利
用ください。

白井市自然薯研究会が丹精込めて栽培し
た、美味しい自然薯をお届けします。粘
りの強い自然薯は、皮ごと食べればいっ
そう風味豊かです。自然薯は、ヤマトイ
モやナガイモなどのヤマノイモ類とは染
色体の数が異なる、純粋な日本原産種で
す。 ご家庭でも、また産地直送のご贈
答としてもお喜びいただけます。

主な取扱商品

「ねっとり」とした甘さが特徴の「べ
にはるか」。焼き芋にスイートポテト
に！「ねっとり」甘いJA山武郡市の
べにはるかを是非ご賞味ください！

トマト本来の酸味と甘みのバラン
スを重視した、しっかりとした果肉
のトマトです‼

「あじさいねぎ」を料理に！おつま
みに！多種多様に使えるたれがで
きました！

千葉県は、全国有数のやまと芋の
産地！多古のやまと芋は、粘りが
とても強いのが特徴です。粘りと
独特の風味が絶妙な逸品です！

JA山武郡市
べにはるか 5㎏

長生（ながいき）トマト 
(4kg)

あじさいねぎのたれ
詰め合わせ

(３種類×２セット)

しろいの自然薯

多古のやまと芋
「強い粘りと豊かな風味」

愛情いちばん館HP

JAタウン「JA全農ちば 愛情いちばん館」ショップ
全国農業協同組合連合会
千葉県本部　園芸部
園芸直販課
TEL 043-245-2911 

お問い合わせ

ＪＡタウンＪＡ全農ちば 愛情いちばん館
ＪＡ全農インターネット通販 千葉県産農畜産物のご贈答・お取り寄せなら

千葉県産の

薯(いも)を

味わおう！


